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【目　 的】 これまでの我 々の研究でCAD/CAM
用セラミックブロックを繰 り返 し焼成すると,表
面粗さが粗 くなるが強度には変化がないことが確
認 されている。この原因としては,内 部に蓄積 さ
れた応力が焼成加熱により解放 され,膨 張現象が
起 きたためではないか と推察 した。そこで今回
我々は,内 部応力を解放させ る手段 としてCAD/
CAM用 セラミックブロックを加工前に焼成 を加





　試料作製 は,セ ラ ミックブロックを予めメー
カーの指示にて焼成 を行い,そ れをダイヤモン ド
ディスクで切断 し,表 面を耐水ペーパ ー1500番









13.5mmとし,そ の中点にクロスヘッ ドスピー ド
1mm/分にて静的荷重 をかけた三点曲げ試験 とし
た。得 られた値 は分散分析後,有 意差検定 を行っ
た。なお,試 料数は各5個 ずつ とした。
【結果および考察】曲げ強度は加工前に焼成する
ことで未焼成や通法焼成 よりも有意に高い値 を示
した。このことは,加 工前焼成 により内部応力が
解放 されたことによって,内 部の微細な構造が変
化し,曲 げ強度が上昇 したものと考えている。
今後は焼成による組成の変化や適合精度への影響
についても研究 していく予定である。
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